
 

絶ゆまざる 歩みおそろし かたつむり 
最後の大会に向かう３年生を思うと、この俳句が浮かんできます。 

長崎にある平和祈念像の作者、北村西望氏の句です。平和祈念像制

作中のある日、作品がなかなかうまくできなくて悩んでいたとき、足

元のカタツムリに気づき、はっとして「そうだ。カタツムリのような

速さでもいいのだ。少しずつでもいいから歩み続けることが大事なの

だ」と思い、その時の気持ちを表した俳句だそうです。 

３年間、迷いながらも少しずつ積み上げてきた３年生の凄さに敬意を表します。３年生

の先輩が見せる姿は、後輩である１・２年生にとって目標であり、あこがれです。 

 ７月３日から始まる、松阪地区総合体育大会や吹奏楽演奏会などの日程等を紹介します。

本年度はコロナ対策で、特に運動部大会は、３年生保護者様で１家族につき２人までのご

観戦というルールで大会を実施します。ご理解の上ご声援、よろしくお願いします。 

～松阪地区総合体育大会～ 

１．開催日 ７月３日(土)･４日(日)･１０日(土)･１１日(日)･１７日(土)･１８日(日) 

２．会 場【野球】阪内川スポーツ公園 

     【女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ】中部台テニスコート、中部中学校 

     【男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ】中部中学校、中部台テニスコート 

     【女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ】ハートフル三雲 

     【男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ】鎌田中学校 

     【ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ】Dream オーシャン総合体育館（明和町） 

     【柔道】松阪牛の里オーシャンファーム武道場 

     【女子剣道】Dream オーシャントレーニングＣ（多気町） 

     【男子剣道】嬉野中学校 

     【卓球】三十三銀行アリーナ 

～松阪地区総合体育大会陸上競技の部～ 

１．開催日 ８月２３日(月)･２４日(火)  ＊予備日８月２５日(水) 

２．会 場 三重交通Ｇスポーツの杜伊勢（補助競技場） 

～三重県中学校吹奏楽コンクール～ 

１．開催日 ８月３日（火） 

２．会 場 三重県総合文化センター（大ホール）           

六 郷  

 
〇ひとりだちのできる たくましい生徒の育成 
〇人権感覚豊かな 思いやりのある生徒の育成 

 
学校便り  ７月号 

令和３年 ７月１日 

松阪市立嬉野中学校 

校 長 山 下 隆 久 

 

 



 まん延防止重点措置が三重県に発出されていた６月上旬、

どうやって「壮行会」を実施するか!?という課題に、前期生

徒会役員メンバーは挑んでいました。導き出した課題解決策が〝ビデオ「壮行会」〟でし

た。ビデオなら練習の様子も伝えられるし部員の思いや伝えたいことが映像として残せる

という各部の人たちのことを思う気持ちと、各教室でゆっくりじっくり生徒のみんなが映

像を観ることができるという全校生徒の人たちのことを思う気持ち。生徒会役員メンバー

の、この２つの気持ちで今年の「壮行会」は実現しました。すてきな映像でした。 

一階廊下には「この瞬間に 思いを込めて」と美術部作成の中体連応援ポスターが掲示

してあります。この「壮行会」に込められた生徒会役員メンバーの思いを感じて、各部大

会やコンクールの今という一瞬に、それぞれの思いを込めて挑んでください。 

 

お花の移植・・・校舎改修工事に向けて・・・ 

 現２年生が中心になって仕上げた正面玄関前の花壇。

先輩に感謝の気持ちを込めて、３月の卒業式に合わせて

仕上げました。その花壇の下に水道管が通っており、今

回の改修工事で花壇を掘り起こすことになりました。 

 工事の間、野球部の人たちが中心に

なって作ってくれた花壇を壊すことを

知った女子バスケット部の人たちが、

６月２５日朝、体育館横の花壇に花の移植を実施してくれました。

土運びや花の植えつけなど、かなりの重労働をチームで協力しなが

ら、そして楽しみながら花壇の彩りをきれいに整えてくれました。 

 お花を移植した花壇は体育館横にあります。また緑化委員の人た

ちが種蒔きしてくれた向日葵も待ち遠しいです。 

 

「よい歯の生徒さん、多いですよ！」 
 見出しの言葉は、学校歯科医の馬瀬先生から伝えていただいた言葉です。 

歯が痛いと集中できません。だから一流のスポーツ選手も歯の健康には気をつける

そうです。イチロー選手は一日５回歯を磨いていたと言われていますが、磨き残しを

して歯垢がたまり虫歯ができることで歯の健康が損なわれることは、

自分のプレーを悪くすることと考えていたからだそうです。 

 歯の健康を整えることは、学習や運動の結果に大きな影響を与え

ると間瀬先生はおっしゃってみえます。自分自身の歯磨きについて

振り返ってみてください。「磨き残しが多いなあと思った生徒さん

もいました。」とも馬瀬先生から伝えられましたよ。 

 


